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力と恩寵』 (1947) がベストセラーとなり、一躍名を知られることになる。  
2 2015 年 11 月 15 日現在、ヨーロッパにおける難民受け入れ問題は雲行きが怪しくなりつつある。11 月 13




































                                                   
3 ミゲル・デ・セルバンテスの『ドン・キホーテ』 (1605) やサミュエル・リチャードソン (1689-1761) を
近代小説の始祖とする定説も存在する。 

































































































                                                   
5 Speak, Memory, 261. 





























                                                   
7 Speak, Memory, 265. 
8 1971 年 10 月に行われたインタビューにおいても同様の発言を行っている (Strong Opinions, 189)。 
9 Speak, Memory, 265. 
10 Strong Opinions, 11. 































                                                   
12 Lolita, 316-317. 




























                                                   




護の言説を析出した『愛国の血潮』 (1962) などがある。 
15 The Nabokov-Wilson Letters, 238. 
16 Durantaye, 33-34. 
17 『判断力批判 〈上〉』, 111． 
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18 芸術の自律性を重んじるフローベール的な伝統は、19 世紀末から 20 世紀初頭にかけてのフランス象徴







ったチェーホフになっていたはずだ」 (Lectures on Literature, 147)。なお、ナボコフは 20 世紀における第一級
の散文家として、ジョイス、カフカ、プルースト、それからロシア象徴主義に属するアンドレイ・ベール






























                                                   





20 Lolita, 315. 

























                                                   
22 Norman 2012, 130. 









25 Alexandrov 1991, 4. 





























                                                   






















シャルで表記することが研究上の慣例となっている V・D・ナボコフ (Vladimir Dmitrievich 
Nabokov, 1870-1922) は、著名な法学者であり、政治家であり、文学や絵画や演劇に精通した
人物であり、鱗翅類の収集家であり、チェス・プレイヤーであり、運動選手でもある。彼
は 9 人兄妹の 6 番目の子どもとして、1870 年に生まれている。兄妹のなかにはきわめて保
守的な人物もいたものの、V・D・ナボコフは幼少期から抜きんでてリベラルな思想を有し
ていた29。ロシアの名門サンクト・ペテルブルク大学で刑法を専攻し優等で卒業した彼は、
法律学校で刑法と刑事訴訟法を 8 年間教えている。しかし、1903 年には、皇帝を批判する




                                                   
28 Boyd 1990, 398. 
29 Boyd 1990, 26. 
30 1904 年 11 月 14 日、V・D・ナボコフは帝国司法学校に辞表を提出しているが、翌年 1 月 17 日に法務省
の命令によって学校を追放されている。辞職を迫られた主な理由は次の 3 点である。すなわち、1903 年 5



























ンテリゲンチャの歴史は、ピョートル大帝 (在位 1682-1725) によるロシアの近代化政策に端
を発している。すなわち、ヨーロッパの文物を取り入れるために選り抜きの若者たちにヨ
ーロッパ各地で教育を受けさせた結果、彼らは啓蒙主義に目覚めることになるのである。
                                                   
31 Boyd 1990, 34. 




33 Strong Opinions, 96. 
34 Nicol, 627. 
35 Dragunoiu, 81. 
















                                                   






38 ヴィッサリオン・グリゴリーエヴィチ・ベリンスキー (1811-1848) は、ロシアにおける西欧主義を代表














41 ニコライ・アレクサンドロヴィチ・ドブロリューボフ (1836-1861) はロシアの評論家。チェルヌィシェ
フスキーに買われて『同時代人』誌の編集に参加。革命的民主主義の立場から、ベリンスキー以来のロシ
ア・リアリズムの批評を継承した。 























間後の 11 月 28日、ソ連の内政に対して不干渉の立場を取るヨーロッパの政策を支持する提
案をした討論サークルの部外大会のことだった。ヨーロッパの援助を求める彼は V・D・ナ
ボコフが英語で書いた記事を丸暗記して、それを頼りに 18分 50 秒におよぶ演説をぶったの




                                                   
43 当時のロシアにおいて、法治主義は左右両極から非難された。左翼にとって法治主義は社会改革上の障
害物であり、スラブ派にとっては非ロシア的なものであり、皇帝派にとっては反体制的と映ったからであ
る (Dragunoiu, 98)。 
44 Speak, Memory, 179. 





























 それだけではなく、アメリカ亡命後の 1945 年に著された書簡において、ナボコフは自分
がロシアのインテリゲンチャであることを明言してもいる。ナボコフによれば、亡命ロシ









よって棚上げにされた)」(The Nabokov-Wilson Letters, 15)。 
47 もっとも、ウィルソン自身も晩年には、レーニンの神話化に加担してしまった非を改訂版『フィンラン
ド駅へ』において認めている。彼が言うように、資料が決定的に不足していることが原因だった (The 
Nabokov-Wilson Letters, 16)。 






























                                                   
49 Boyd 1990, 29. 
























                                                   
51 Boyd 1990, 29. 
52 Boyd 1990, 29. 









ている (Boyd 1991, 36)。 
55 バーリン, 239; 359. 












20 世紀に入ってからもポグロムは断続的に行われ、1903 年から 1909 年までに、600 件に及
















                                                   
57 コーエン, 43. 
58 コーエン, 43. 
59 コーエン, 43. 
60 コーエン, 42-43. 
61 コーエン, 43. 
62 Boyd 1990, 27 
21 
 
それというのも、ニューヨークに本部が置かれているユダヤ人救済組織 HIAS (Hebrew 





















                                                   
63 Boyd 1990, 521. 
64 Strong Opinions, 43. 
65 ウェルズ、ポー、ブラウニング、キーツ、フローベール、ヴェルレーヌ、ランボー、チェーホフ、トル
ストイ、ブロークなどにもこの頃から親しんでいた (Boyd, Russian Years, 91)。ここに挙げた作家からも分か
るように、ナボコフの文学的な関心は、主として、ロシア文学、イギリス文学、フランス文学の「正典」
にあったと言えるだろう。アメリカ文学では、ポーのほか、メルヴィル、ホーソーン、エマソンなど、い
わゆる「アメリカン・ルネサンス」期の作家を愛読した (Strong Opinions, 64)。 
66 V・D・ナボコフはロシアにおけるさまざまな文学関連の活動を行ってもいる。たとえば、1909 年から
1912 年まで、V・D・ナボコフは文学基金の書記兼会長代理、また 1912 年から 1914 年までは同基金の会長
を務めている。それだけではなく、1912 年から 1914 年まで、V・D・ナボコフは、全ロシア文学協会の会
員でもあった (Shapiro, 98)。 
67 Boyd 1990, 91. 

























渡っていた鱗翅類に対する関心が V・D・ナボコフを捕えることになるのは 1883 年 8 月 17
                                                   
69 Strong Opinions, 190. 
70 Strong Opinions, 190. 
71 プーシキンが活躍した 19 世紀をロシア詩の「金の時代」と呼ぶ。数多くの優れた作品が生み出された





72 The Nabokov-Wilson Letters, 246. 
73 Boyd 1990, 93. 














る。天才チェス・プレイヤーの生涯を描いた『ディフェンス』(初出 1930 年、英訳 1964 年)













                                                   
75 Speak, Memory, 75. 
76 Speak, Memory, 123. 
77 Speak, Memory, 125. 
78 Speak, Memory, 125. 
79 Strong Opinions, 15. 
80 Strong Opinions, 12. 






























                                                   
82 Shapiro, 200. 
83 Bush, 266. 
84 Bush, 269. 
85 Rorty, 155. 
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87 Shapiro, 3. 





























月 28 日に V・D・ナボコフが射殺された事件は、ナボコフの作品に明らかに影を落として
                                                   
89 フロイト 2010, 300． 
90 ドストエフスキー, 381． 






























                                                   
92 Nabokov, Dmitri. http://www.webcitation.org/5ICWhQ9ey 
93 Lolita, 316-317. 






































































































 六つの章からなる本論において、最初に取り上げる作品が『賜物』1 (ロシア語の原題 Dar 、




















                                                   
1 筆者の言語的な事由により、『賜物』はロシア語原文ではなく英訳版を底本とする。英訳版を底本として
論じることが可能である理由を以下に示す。『賜物』の英訳版は、ナボコフの「責任」 (The Gift, Foreword) 訳





































                                                   
2 「私が置かれている状況は悲惨で、ありていに言って、ここ数ヶ月、ますます悪くなる一方です。フラ
ンスの出版社が私の小説を出版する話は、ずるずると先延ばしになっています。 [省略] 私の年来の夢は英




















に探し始めるのは息子の誕生から 2 年経ってからのことである。すなわち、1936 年 9 月、
ドイツ在住の全ロシア人亡命者の登録を亡命者管理局長であるビスクプスキイが開始する








                                                   


































                                                   

































                                                   
5 教養小説は、主人公の人間形成の過程を描いた作品。 

























                                                   
7 1920 年代初頭におけるドイツだけで 50 万人、1930 年代初頭のパリだけで 40 万人の亡命ロシア人がいた
という。それゆえ、外部との交流なしに、自閉的な文学世界を築き上げることができたのである (諫早 1996， 
242)。当時の亡命ロシア人社会の内向性および閉鎖性についての議論は、諫早 1996 を参照した。 
8 諫早 1996, 239． 
9 自分が生まれて間もないころの記憶から死に際の感覚を類推しようとする試み (The Gift, 11; Speak, Memory, 
19-21)。長椅子とクッションで作ったトンネルでの遊戯 (The Gift, 14; Speak, Memory, 23)。少年時代からつづく
不眠症 (The Gift, 16; Speak, Memory, 108-109.)。病で熱に浮かされているときに、頭のなかで膨張する数字 (The 
Gift, 21; Speak, Memory, 36-37)。病から回復しかけたときに、街の雑貨屋でファーバー社製の非売品の大きな鉛
筆を購入する母の姿を透視したこと (The Gift, 22-4; Speak, Memory, 37-39)。視覚的刺激に対する鋭い感受性を有
していること (The Gift, 27; Speak, Memory, 6)。 

































                                                                                                                                                     
の調和を取り戻そうとする。 
11 ナボコフの処女長編小説『マーシェンカ』は、ヴェーラ・スロニムと結婚した直後の 1925 年の春に書
39 
 
『メアリー』1970 年) を見てみよう。本作の舞台は 1924 年のベルリンであり、主人公のガ
ーニンは 20代半ばの亡命ロシア人である。つまり『賜物』に近い物語設定がなされている。
ガーニンにとって亡命生活は「白昼夢」 (52) であり、この白昼夢を構成する人々は、自分


































































典型的に反映している」 (The Gift, Foreword)。 
41 
 













 しかしながら、「愛着を持てない、煉瓦造りの家」 (144) であるのにもかかわらず、それ





































                                                   
13 Rorty, 154-55. 
14 チャールズ・ディケンズ (1812-1870) はイギリスの小説家。代表作に『オリバー・ツイスト』 (1838)、
『クリスマス・キャロル』 (1843)、『デイヴィッド・コパフィールド』 (1849-1850) などがある。ディケン
ズ研究者の小池滋によると、この作家の評価の歴史的な変遷は次の三つの時期に区分することができる。
第 1期は、1920 年頃までである。この時期は、ディケンズ作品におけるエンターテイメント性や社会改革
的な側面が称賛された。第 2 期は、1920 年代から第二次世界大戦後までである。この時期は、19 世紀の文
学を否定して新しい潮流を作り出そうとする若い世代の論者によって、芸術至上主義的な立場からディケ
ンズはこっぴどくこき下ろされた。第 3 期は、1950 年代後半頃から始まる。この時期は、ディケンズをよ
り冷静かつ客観的に捉え直そうとする動きが高まったという。ディケンズの『荒涼館』についてナボコフ






16 ミゲル・デ・セルバンテス (1547-1616) はスペインの小説家。一般的に、近代小説の始祖とされる。近
代小説は、出来事と出来事のあいだの蓋然性を明示する点にその特質があると言われる。 











































にする。この問いへの鍵となるのが、フョードルが執筆した 2 冊の伝記である。1 冊は、未
完に終わった、フョードルの父に関する伝記である。もう 1冊は、チェルヌイシェフスキー





















































                                                   
































                                                   

































































                                                   
21 Dolinin, “The Gift.”, 154. 
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22 Boyd 1990, 398. 
































                                                   
































                                                   
25 Strong Opinions, 7. 
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第一次亡命文学は、1924 年までの第 1 期とそれ以後の第 2 期の二つの期間に分けること
ができる。第 2 期は、ソヴィエト政権の樹立を機に、亡命先と本国との交流が途絶えてしま
う点に特徴がある。また、第 2 期の 1930 年前後には、ロシアへの帰還の見込み29は絶望的だ
                                                   
27 Dolinin, “The Gift.”, 143. 
28 諫早 1996, 239．亡命文学の区分については同文献を参照した。 
29 英訳版の『キング, クイーン, そしてジャック』 (初出 1928 年, 英訳版 1968 年) の序文において、ナボ
































                                                                                                                                                     
とだった」 (King, Queen, Knave, vii)。 
30 諫早 1996, 244. 







亡命作家」 (235) が溢れていたのだとも言える。 
すなわち、プーシキン的な形式美を称えるフョードルの芸術観は、当時の亡命ロシア人
の文壇に対する批判にもなっているのである。しかしながら、このことは、内容をないが



























(Nikolai Gogol, 103) という一節や、「よく書けている部分もあるが、作家の精神上のメッセージが徐々にこの
書物を殺しつつあるように感じられる」 (Nikolai Gogol, 161) という節はその例である。また、ウェルズリー









 『賜物』第 5 章は、ほぼ全編にわたって祝祭的な雰囲気に満ちている。『賜物』第 5 章の
冒頭付近で語られているように、フョードルは「いまや人生の新たな光 (そのなかでは、ど
ういうわけか、才能の成熟、新たな仕事の予感、ジーナとの完全な幸福が目前だというこ


















                                                   
34 The Gift, 85. 
35 The Gift, 111. 
































































                                                   


























































































































                                                   
38 父との再会は青年ナボコフの願いでもあった。より正確に言えば、天上において父と再会できるのでは
ないかという期待がナボコフを絶望から救っていたのである。V・D・ナボコフの死後 3 年が経とうとして






いつかすべてが戻ってきますから……。」(cited by Boyd 1990, 239) 





































































41 マルセル・プルースト (1871-1922) は、フランスの小説家。代表作に『失われた時を求めて』がある。 
65 
 







私が祖国ロシアで過ごした 20年 (1899-1919) は定立の弧を形作るべく尽力している。





れば、「 [アメリカに亡命後] 30 年にわたるナボコフの主要な芸術的プランは、ほとんどすべ
て、『賜物』にその起源を辿ることができる」43。『賜物』はまさしく亡命作家としての綜合
を、同時に新たな定立をナボコフにもたらす作品なのである。







































































                                                   
1 Boyd 1990, 496. 














                                                   
3 Cited by Boyd1990, 421. 
















































































年；1925年出版)、『成功』 (執筆時期 1925-1927 年)、自伝的作品である『失われた財産』 (執










































































































から愛していた」 (13) V. は何とかしてセバスチャンの気を引こうと色々と画策するのだが、
セバスチャンは「黙っていてよそよそしいまま」 (11) である。2 人の年齢差が 6 歳だった
                                                   






























































                                                   
6 フィンランドへ亡命し、場合によってはそこからさらに第三国に向かう経路を「北方ルート」と呼ぶ (大
須賀史和, 60)。大賀によれば、北方ルートでの亡命者の大多数は女性や子供であり、正確な数字を把握する


































































































































































フとの「青春時代の初恋」 (120-121) とニーナとの「陰鬱な最後の恋」 (121) とのあいだに













ーナについて触れながら、クレアを想定して書かれたものだと V. は推測している。 
 






















































































































                                                   
9 Boyd 1991, 52. 
10 Wood 1994, 5. 























び語り手 V. を考察することによって、そのことの意味を明らかにしたい。 
しばらく疎遠になっていた V. とセバスチャンとのあいだに新たな紐帯を築くのがロシ
ア語という言語である。セバスチャンが亡くなる数日前の 1936 年 1 月中旬、ロシア語で書





















































































































































の人生という考えなのである。(Connolly 2005, 2) 
 











                                                   





































































                                                   




















































































































































                                                   
























                                                   
2 この手紙の日づけは 1948 年 1 月 14 日である。『ベンドシニスター』のドイツおよびオーストリア語訳の
翻訳および出版のためのオプションを合衆国政府が取得することを申し入れたジョゼフ・I・グリーン大佐
への返信である。この手紙に見られるように、ヴェーラは、しばしばナボコフの代筆を行っている。 
3 Boyd 1991, 96. 







クスピア (1564-1616) の正体は、実はイギリスの哲学者フランシス・ベーコン (1561-1626) であるとするも
の。フロイトの理論が決定論であることが、ナボコフの嫌悪感の主たる理由であることは先述したとおり
である (Durantaye, 120)。 
































































































































































                                                   
7 Lolita, 315. 




























息子デイヴィッドただ 1人になってしまう。『ベンドシニスター』第 16 章では、8 歳の息子
デイヴィッドに対するクルークの「熱烈な優しさ」が次のように描写されている。 
  
                                                   
9 Wood 2003,. 192. 






























                                                   
11 Speak, Memory, 108. 
12 Speak, Memory, 109. 
































































































































































































































                                                   








































   「デイヴィッドも風邪 [省略] で寝込んでいるんだがそのことで戻ってきた [省略] 
わけじゃないんだ。あの下稽古 [省略] についてきみは何と [省略] 言っていたかな ?」 




















































                                                   
15 Bend Sinister, xiv. 
































































                                                   




























































































                                                   
18 アーネスト・ヘミングウェイ (1899-1961) は、アメリカの作家。スコット・F・フィッツジェラルドと並


































しばらくすると患者ないし「収容者」 (全部で 5人) が構内に放たれた。彼らは最初、
距離を取って「小さき者」を眺めていた。「集団」精神が徐々に露わになるさまを観
察するのは興味深い。彼らは粗暴で無法な未組織の諸個人だったのだが、いまや何
かが彼らを結びつけていて、共同体精神 (肯定的) が個人の気まぐれ (否定的) を侵
                                                   
































                                                   































































































能性をはっきりと否定するのである。(Wood 2009, 231) 
                                                   































































































                                                   





































本作は雑誌初出の原稿をまとめる形で出版された。ほとんどの原稿が 1948年 1月から 1951
年 1 月のあいだに雑誌に掲載されている。のちに自伝の第 5章になる「マドモアゼル O」1の






















                                                   
1 「マドモアゼル O」は 1936 年 1 月末頃にフランス語で書かれた。ブリュッセルで行われる朗読会用にフ
ランス語の作品を発表してはどうかと依頼されていたためである。(Boyd 1990, 422) 
2 Speak, Memory, 9-10. 
3 Speak, Memory, 12. 
4 Speak, Memory, 11. 






























                                                   
6 Lyaskovets, 102.   
7 Strong Opinions, 17. シャガールの師であったドブジンスキーは少年ナボコフの絵画の教師を務めている
(Boyd 1990, 39)。 






























                                                   
9 Lolita, 316. 
10 Boyd 1991 282. 



































                                                   
13 Alexandrov 1990, 24. 
14 Strong Opinions, 78. 
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歳であり、父母がそれぞれ 33 歳と 27 歳であるという事実に「直面した」 (21) とき、「強烈






























































































































































































































させてもいる。自伝第 1章 2 節において、ナボコフは宝石の視覚的な美と芸術的な美を結び
                                                   
23 つまり、映画やカメラなどの撮影技法である「微速度撮影」に近い表現効果が生まれていると言えるの
ではないだろうか。映画の場合を考えてみよう。映画では、通常、1 秒間に 24 コマ (18コマだった時代も
ある) のフィルムを一定の速度で切り替える。そうすることによって、人間の視覚には、画面上の映像の
動作が自然なものとして捉えられるのである。「微速度撮影」は、1 秒間のコマ数を 24 コマ以下にする。す
ると、ちょうど早送りしたような映像を作り出すことができる。かりに焦点を何かに定めていれば、あた
かも背景だけが急速に変化していくような表現効果を生むことができるのである。 
24 Strong Opinions, 14. 

































































の日、すなわち 1922 年 3 月 28 日に起きた出来事を日記に詳細に書き留めている27。つまり

































                                                                                                                                                     
(Boyd 1990, 191-193) 









































































































































































自伝には、「宝石の主題」とでも呼ぶべきものが見受けられる。先述した自伝第 1 章 2 節
において、宝石のまばゆさと芸術的な美を結びつけている一節も「宝石の主題」の一部を




 また、宝石は亡命生活とも結びつけられている。自伝第 12章 4 節および第 13 章 1節にお
いて、ヨーロッパに移住した当初の亡命生活を支えたものが宝石であったと語られている





























1852 年 5 月 8-9 日づけのルイーズ・コレ宛の書簡における、「食料品屋の親父さん連中より
も文学者連中のほうに徹底したブルジョワ根性があります」 (63) という一節の「ブルジョ














の両義性に作家の意識が肉薄するのが自伝第 5 章である。 
自伝第 5 章の雑誌初出時のタイトルは「マドモアゼル O」である。マドモアゼルは、ナ
                                                   
































































































                                                   
































































                                                   

































































                                                   
32 Wood 1994, 91. 




がって、私は 3 分の 1はアメリカ人というわけです」35という発言にせよ、1966 年 9 月に行
われたインタビューにおける、「私はアリゾナの 4 月と同じくくらいアメリカ人です」36と









                                                   
34 Strong Opinions, 26. また、同様の発言をしているものとして、次も参照。Strong Opinions, 192. 
35 Strong Opinions, 27.  
36 Strong Opinions, 98. 












































































































































                                                   
1 Zimmer Dieter. Nabokov, Lolita [Gesammelte Werke, vol.8], 686-687.  cited by Durantaye, 184. 
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私がいま考えている大半の物語 [省略] はこの方向で、つまり 2 番目の (主要な) 物
語が、表面上の半透明な物語のなかに織りこまれる、あるいはその後ろに配置され








I could isolate, consciously, little. Everything seemed blurred, yellow-clouded, yielding nothing 
tangible. Her inept acrostics, maudlin evasions, theopathies――every recollection formed 
                                                   
2 Selected Letters, 116. 
164 
 
ripples of  mysterious meaning. Everything seemed, yellowy blurred, illusive, lost.  (The Stories of  
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2 部 2 章における、ハンバートとロリータが第 1 回目の旅行中に滞在したモーテルの一室で



































                                                   






旅行した 1 年の間に、「150 か 200 本ほどの映画を観て、頻繁に映画館に通」 (170) っても

























































































                                                   
9 Alexandrov 1991, 171. 


































































































































































                                                   
11 Lolita, 406. 
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てクィルティは、「これまでに夢中になった唯一の人」 (272) であり、「天才」 (275) であり、


































































―私はもう 1 度大きい声を出した――「もちろんアラスカだ」 









“Canada” を 「缶」“can”、 「アラスカ」“Alaska” を 「あらぁ」“alas” という悲嘆を表す語
彙と聞き違えている。言い換えるなら、ディックの的外れな返答に見られるのは、他者の
苦痛に対する共感である。繰り返しになるが、これはハンバートにほとんど欠如した感情
                                                   
12 ハンバートの英語に訛りがあることについては、たとえば次を参照。Lolita, 273. 




























                                                   
14 ここに描かれている鉱山町は、ナボコフが 1951 年 7 月頃、コロラド州南西部のテルライドで目にした





































                                                                                                                                                     
子どもたちが遊ぶ声だけだ――実に素晴らしい！) 目的はただ一つ、カンザス州の洪水や嵐を通り抜けて
私を車で送ってくれた英雄のような妻は反対もしなかったのだが、8 匹の雄を使って以前論じたことのある































                                                   
15 Dragunoiu, 82-141. 





























                                                   
17 Boyd 1991, 242. 
18 Laughter in the Dark, 76. 
19 トルーマン・カポーティ (1924-1984) は、アメリカの小説家。代表作に『遠い声、遠い部屋』 (1948) や
『冷血』 (1966) などがある。 






















































































稿料を得て生活費の足しにしたいという経済的なものだった。連載時期は 1953 年 11 月から
1955 年 11 月までの 2 年間にわたっている。完成版の書物の第 1 章・3章・4章・6 章にあた
る部分が掲載された。書物にまとめられて出版されたのは 1957年である。 
1954 年 2 月の時点では、10 章構成になる予定であった1が、最終的には 7 章構成に収まっ
ている。雑誌掲載の如何に関わらず、7 章すべてにタイトルが付されている。詳細は以下の
とおりである。第 1 章「プニン」、第 2 章「プニンはずっと独身であったわけではない」、第
3 章「プニンの日」、第 4章「ヴィクター、プニンに会う」、第 5章「松の木のしたのプニン」、




                                                   






























                                                   
2 Selected Letters, 143. 
3 Selected Letters, 143. 











































































部に近い最終章 6 節においてもなおプニンは、彼「以外の誰も、卓越した模倣者でさえも」 
(189) 真似できない独特な英語を使用しつづける。すなわち、プニンの英語は、文法や慣用
表現や発音から逸脱した言語なのである。 












ね ば ね ば し た お が く ず







































































































                                                   
































































































































                                                   
































                                                   





















































































「すべてを否定」 (180) するのである。 
 
あなた [語り手] の大叔母のことはぼんやりと覚えてはいるがあなたに会ったこと








                                                   
































































































『プニン』を 2 章分書き終えた 1954 年に書かれた編集者宛の書簡のなかでナボコフは「作
                                                   
































                                                   














































































































































て 2 人は引き裂かれ、お互いヨーロッパで別の相手と結婚し、1930 年代のベルリンで 1 度
だけ再会してわずかに会話を交わし合うのだが、やがてミーラはユダヤ系であるためにナ
















































                                                   



























独立家屋に 1 人で住むという感覚は、プニンにとってとりわけ喜ばしく、35 年にお
よぶ家のない生活によってすり切れ、打ちひしがれた、内奥の自我のやつれきった
古い欲望を驚くほど喜ばせたのだった。 (144) 
                                                   
12 Lolita, 316. 
13 Lolita, 316.  













優秀な生徒の 1人でもある 14 歳のヴィクターは、プニンの想像に反して体格の良い――180
センチ近くある――早熟の少年である。リーザによれば、エリックはヴィクターを「嫌っ

















































                                                   
15 Pnin, 157-158. 
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や人を魅了する力も意味するようになった」 (コーエン, 213)。 
18 パウル・ツェラン (1920-1970) は、ルーマニア (現在はウクライナ) 生まれのユダヤ系の詩人。ナチスの
強制収容所で両親を亡くし、彼自身は各地の労働収容所に送られている。第二次大戦後にブカレストに移
住するも、共産主義を嫌い、1948 年にパリへ亡命。1970 年、セーヌ川に身投げしている。 
19 Selected Letters, 149. 
20 Selected Letters, 149. 
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21 cited by Boyd 1991, 490. 
22 cited by Boyd 1991, 490. 
23 Lolita, 317. 
24 Lolita, 316-317. 
25 たとえば、ウラジーミル・アレクサンドロフによれば、「ナボコフの英語の文体は疑いようもなく見事
だが、ロシア語による散文を特徴づけている天才の高みにまではまったくもって達していない」
(Alexandorov 1991, 13) という。 






























                                                   
1 これまでの議論からも明らかなように、ナボコフから見た祖国としてのロシアとは、きわめて限定的な
ものなのである。デイビッド・ランプトンも言うように、「ナボコフのロシアは、彼にとってのドイツやチ
































































                                                   




























































デンティティを際立たせているようにも見える。たとえば、1962 年 6 月 5 日に行われたイ
                                                   



































                                                   
4 Strong Opinions, 5. 
5 Strong Opinions, 81. 
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